
このたびは、弊社製品をご採用いただきありがとうございました。
本製品の性能を十分に発揮させるためおよび安全確保のため、ご使用前に必ずこの取扱説明書をお読みください。

製品使用時には、常にお手元に置いていただき、お読みになったあとも大切に保管してください。

取扱説明書
デジタル位相差顕微鏡 DPH-2700FM
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3. 位相差顕微鏡の原理

　　細胞などの物体を通過する際、光の速度は約1/4波長ほど遅くなります。これを回析光と言い、物体を
　通過しなかった光（直接光）と比較すると、そこに”位相の差”が生じます。位相差用対物レンズ内の位
　相板により、回析 光は直接光よりもさらに1/4波長遅れることになり、その結果、回析光は直接光より
　も1/2波長の遅れが生じます。このような遅れが生じた状態の回析光と直接光が結像面で結ばれると
　干渉が起こり、干渉した物体の部分が暗く見えることになります。これが、位相差顕微鏡で透明な対象
　物が観察できる原理です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図２

4. 顕微鏡のセットアップ

　　デジタル位相差顕微鏡DPH-2700FMはセットアップを行った状態で発送しておりますので、基本的に
　はお客様での光学的なセットアップは不要です。

　　以下の手順に沿って、カメラ・モニタ等の組立を行ってください（梱包の関係上、コンデンサ位置がや
　や下降している場合があります。その際は、コンデンサ上下ハンドルを操作し、コンデンサを最も高
　い位置にセットしてご利用ください）。

　　なお、長期的な使用により調整に狂いが生じた場合等には、【6.　光学的なセットアップ】の項を参照
　のうえ、再調整を行ってください。

　　※レイマーにて製品をお預かりしての再調整も可能です（有償）。ご希望の際はお申し付けください。
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光源
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５. カメラ・モニタのセットアップ

　  1.　電源のDC端子（オス）に、モニタに付属しているDC/USB-C分岐ケーブルを接続します。
　  2.　モニタに付属しているカメラ取付アダプタを、カメラ本体正面のネジ穴に固定します。
　  3.　モニタ背面のアダプタ受け部分にカメラ取付アダプタを差し込み、モニタをカメラに固定します。
　  4.　DC/USB-C分岐ケーブルのDC端子（オス）をカメラのDC端子（メス）に、USB-C端子（オス）をモ　  
　　              ニタ側面のUSB-C端子（メス※）に、それぞれ接続します。

　  5.　モニタに付属しているHDMIケーブルを使用し、カメラとモニタのHDMI端子を接続します。
　  6.　顕微鏡の電源ケーブルをコンセントに差し込み、電源スイッチの”｜”側を押して電源を入れる　
　   と、照明の点灯および映像プレビューが開始されます。

　　　※モニタ側のUSB-C端子は2つありますが、背面に”USB-C”と印字された端子を使用してくだ　
　　　さい（コンセントのアイコンが印字された側は使用しません）。

図３
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６.　観察方法

　　1.　電源を投入したら、標本をステージにセットし、クレンメルで固定します。
　　2.　粗同焦点ハンドルを反時計回りに操作してステージを上げ、側面から対物レンズの下端と標本
　　   上面（カバーグラス）の間隔を目視しながら、その間隔を可能な限り近づけておきます。

        3.　モニタ上に表示されているプレビュー像を見ながら、微動焦点ハンドルを時計回りに操作して少
　　   しずつステージを下げ、焦点が合う位置になるよう調整します。

　　4.　焦点が合ったら、ステージ前後動ハンドルを操作し、任意の位置に標本を移動させて観察を行
　　　い ます。

　　　  ※明瞭な位相差像を観察するには、試料をできる限り薄く作製することが重要です。弊社テクニ
　　　　カルサポートページ記事にて位相差試料の作製について解説しておりますので、併せてご覧
　　　　ください。

　　　　 https://wraymer.net/faq/microscope/1043/

7.　光学的なセットアップ

　光学的な調整に栗が生じた場合などには、以下の手順に沿って再調整を行ってください。

　　1.　顕微鏡（カメラ・モニタ含む）の電源を入れ、標本をステージにセットします。
　　2.　対物レンズを40倍、ターレットコンデンサの値を「0」にセットし、標本に焦点を合わせます。
　　　※40倍で焦点が合わせづらい場合、低倍率レンズで焦点を合わせてから徐々に倍率を上げて微
　　　調整する方法がおすすめです。

　　3.　標本に焦点が合ったら、いったん顕微鏡の電源を切り、カメラ・モニタを顕微鏡から取り外しま　
　　　す。

　　4.　付属の「Cマウント変換アダプタCMT232（図4）」を顕微鏡上端部（Cマウント部）にねじ込んで取
　　　り付けます。

　　5.　Cマウント変換アダプタCMT232に「芯出し望遠鏡DPH用（図5）」を差し込み、側面の手回しネジ
　　　を回して固定します。

図４

図５
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　　6.　再度顕微鏡の電源を入れます。
　　7.　コンデンサの開口絞りを絞り、芯出し望遠鏡DPH用をのぞき込みながら開口絞りの影に焦点が
　　　合うよう芯出し望遠鏡の長さを調節します。

　　8.　開口絞りに焦点が合ったら、芯出し用ドライバ（図6）を使って、開口絞りの像が対物レンズの瞳の
　　　中心に合うように調整します（図7参照）。

　　9.　対物レンズを10倍、ターレットコンデンサの値を「10」にセットします。
　 10.　コンデンサ底面にあるリングスリット調整環（図8）を指でつまんで動かし、位相板の像とリング　
　　　スリットの像が重なるように調整します（図9）。

　 11.　対物レンズ10倍でのリングスリットの位置調整ができたら、対物レンズ倍率・コンデンサの値を　
　　それぞれ変更し、すべての対物レンズで10.の作業を繰り返します。

　 12.　すべての対物レンズで調整ができたら、Cマウント変換アダプタCMT232および心出し望遠鏡　
　　　DPH用を取り外し、【 5.　カメラ・モニタのセットアップ 】に沿ってカメラ・モニタを再度取り付け
　　　ます。

　   13.　観察を行い、正常な位相差像が得られているか確認してください。

図９．位相板とリングスリットの像図８

位相板の像

リングスリットの像リングスリット調整環

A B C

図７図６
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８.　主な仕様

モデル名  DPH-2700FM
対物レンズ  位相差用プランアクロマート対物レンズ
  倍率　　　光学系　　　開口数(N.A.)　　作動距離(W.D.)(mm)
  10X 　乾燥系　　　 0.25　　　　　  8.8
  20X 　乾燥系  0.40  8.6
  40X 　乾燥系  0.65  0.56
  100X 　油浸系  1.35  0.33
レボルバ  逆レボルバ（4穴）
ステージ  ワイドメカニカルステージ(125mmX135mm、可動域35mmX75mm)
コンデンサ  位相差コンデンサ
照明  高輝度白色LED（3W、5000～5500K、調光可）
顕微鏡寸法  180 x 222 x 420mm（カメラ上面含む、モニタ等含まず）
電源  AC100~240V ワールドワイド電源仕様
センサータイプ  CMOS(裏面照射型）
センサー型番  SONY STARVIS（IMX307）
映像素子  1/2.8"
ピクセルサイズ  2.9μmx2.9μm
解像度  1920 x 1080
フィルタ  RGB Bayer Pattern
マウント  Cマウント
フレームレート(※1)  60fps
RGB出力  24bit
露出制御  オート/マニュアル
露出時間  0.01ms～1000ms
ファイル保存形式  静止画：.jpg
  動画：.mp4(H264/H265 encoded)(※2)
ホワイトバランス  オート/マニュアル/エリア
スキャンモード  プログレッシブ
シャッター  Electronic rolling shutter
S/N 比  52dB
ダイナミックレンジ  72dB
感度    1300mV(1/30秒)
HDMI 映像出力   1080p
USBポート   USBマウス用、USBフラッシュメモリ用
電源出力 / 電源入力 DC12V1A / AC100~240V 50/60Hz
動作温度 / 動度湿度　  　　-10～50℃ / 30～80％（但し結露しないこと）
OSDディスプレイ 　　　　 On Screen Display（HDMI接続時）
カメラ本体寸法（W×D×H）    50mm × 50mm × 61mm

(※1)フレームレートはあくまでも理論値であるため、表記のフレームレートでの撮影を保証するものではございません。また、ご使用される機器の
　　環境によってフレーム落ち等、映像が正常に撮影できない場合があります。このような場合は露出時間を長く取り、フレームレートを低く設定
　　することで改善されることがあります。
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